
やる気のある自治体同士が連携して、IoPの取り組み・仕組みを全国へ普及

ステップ２

研究開発・人材育成面
での連携
・他自治体・大学等の試験研究員
や指導員の研修受入れ等の実施

・共同研究の実施

研究
開発
部門

戦略
企画
部門高知大

IoP
共創
センター

各都道府
県の

大学・試験
研究機関
等

プラットフォーム・システム面
での連携

ステップ３

・IoPクラウド(SAWACHI)の
研究開発・実証利用

・応用可能な品目の拡大

・データを集めるしくみや、
集めたデータをどう活用するか
のノウハウ共有

・高知県と他自治体等で
連携協定の締結
・データ・システム・知財等の
利用契約の締結

ステップ１

・都道府県
・市町村

・他県の
JA等

自治体同士でまず連携

【連携イメージ（ステップ・目標・実施内容・各参画実施主体の役割）】

ステップ４

デバイス(環境モニター、
制御機器類等)､アプリ面
での連携

・関連産業の需要増
・県内関連企業の育成
・レベルアップと外商強化

・API連携による関連デバイス
およびソフトの増
・企業間連携による新たな
付加価値、需要の創出

農業のDXについて、全国の自治体の共通課題：①どうやってデータを収集・蓄積するのか？
②集積したデータを、どう活用・フィードバックするのか？

課
題

全国の自治体が連携し、IoPによって構築したプラットフォームやノウハウを共有するIoPネットワークを構築・展開していく。

①様々な品目で作物の生理生態を可視化・使える化していける

②全国各地で普及している機器類・アプリケーション等と連携してさらなる付加価値創出が可能

③参画いただく自治体、関連企業、生産者の幅・数が広がるスケールメリット

メ
リ
ッ
ト

今
後
の
展
開
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WAGRIオープンディイベント(2023.8.25)にて、SAWACHI出展
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IoPサミット（2024年2月1日開催予定）
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IoP国際シンポジウム（第4回）
（2024年２月開催予定）

アグリビジネス創出フェア出展
（2023.11.20～22）

IoP（Internet of Plants)の仲間になりませんか！



IoPクラウド
SAWACHI

48もっと楽しく、もっと楽に、もっと儲ける農業を実現します

IoP（Internet of Plants)プロジェクトは
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